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学 事報 告

学位授与者氏名及び論文題目

修士（平成８年３月）

社会学修士（社会学専攻のもの）

第802号酒井千佳現代の青年後期女性における

化粧意識構造の研究

第803号本谷裕子中米インデイヘナ村落の変遷

と織物

一グアテマラ・ソロラ県・ナ

ウアラ村の事例より一

第804号高須久樹民族知識にみる自然と生活

一埼玉県宮代町の事例を中心

に－

第805号中野麻衣子バリ島の村落社会における芸

能活動のカテゴリー分析

一ＡｄａｔとBisnisを中心に－

第806号三浦直子Ｐ,Bourdieuにおける研究実

践と認識論一『実践感覚」に

至る理論展開の批判的検討一

第807号森綾子心理治療面接における転移性

恋愛に関する精神分析的考察

第808号石井留美主観的幸福感と身体健康に関

する研究

第809号伊東秀章非婚化に影響する心即学的諸

要因一"PlannedBehavior'’

理論による結婚意思のモデル

化一

第８１０号小倉康嗣変容する日本のシルバーライ

フと高齢期社会化一有料老人

ホームを終の棲処とする高齢

者の事例調査から－

第８１１号尾崎彩子洗骨から火葬への移行にみら

れる死生観一沖縄県国頭郡大

宜味村字喜如嘉の事例より－

第８１２号加藤英一「合理性」概念と社会秩序

一自由と平等を前提とした社

会の成立一

第８１３号古賀万由里南インドにおける巡礼と女性

一ケーララ州サバリマラを中

心として－

３７

第８１４号桜井龍彦ゴッフマン社会学にみられる

〈儀礼＞概念の研究

一対面的相互行為における

く聖なるもの＞をめぐって－

第８１５号須田誠保健室と養護教諭の今I｣的か

つ実際的機能一学校内におけ

る保健室の持つ独自性一

第８１６号竹ノ下弘久日立就職差別事件をめぐる在

日韓国・朝鮮人の社会運動

一｢朴君を囲む会」に関する

事例研究一

第８１７号坂爪洋美職業性ストレスと職務満足

一Ｄｅｍａｎｄ－ＣｏｎｔｒｏｌＭｏｄｅｌ

に基づく実証研究一

第８１８号中山和久南関東の不動信仰一関東三十

六不動霊場を中心として－

第８１９号長屋基晴社会システムと「創造性」

－社会変動の原動力としての

創造性一

第820号漬千代早''１美祭りの変化に見る地域社会

の再編一三重県度会郡二見町

江・茶屋区の事例を中心に－

第821号平林豊樹ピエール・ブルデューの方法

と理論一現代フランス思想の

展開と《ハビトゥス》概念の

意義一

第822号渡遷千秋身体表現性障害の治療に関す

るロールシャッハ法を用いた

研究

心理学修士（心理学専攻のもの）

第823号上田順一力動的投影法による喬定的感

情の解消に関する研究

第824号呉田陽一タイワンリスの捕食者認知

教育学修士（教育学専攻のもの）

第825号大家まゆみ女子高校生の時間的展望と大



３８

学志望動機の関係

第826号田村裕子留学生受け入れ政策について

の研究一｢留学生１０万人計

画」を中心として－

博士（平成６年度）

＊本紀要第４０号の学事報告において，平成６年度分の

学位記号番号が記載されていなかったため，改めてこれ

を以下に示す。

社会学博士

甲第１３２７号津井敦

マンハイム知識社会学の研究

教育学博士

甲第１３２８号鹿毛雅治

内発的動機づけに及ぼす教育評価の効果

博士（平成７年度）

教育学博士

甲第1378号倉八順子

コミュニカテイブ・アプローチが

学習意欲に及ぼす効果

〔論文審査担当者〕

主査早稲田大学教育学部教授

同大学院教育学研究科委員

元慶膳義塾大学大学院社会学研究科委員

教育学博士並木博

副査上智大学外国語学部教授

文学修士吉田研作

副査慶膳義塾大学文学部教授

同大学院社会学研究科委員

教育学修士冨安芳和

第827号童 偉鶴中国近代化における福沢諭吉

思想の意義

一近代化の師匠を求めて－

内 容の 要旨

本研究は，我が国で伝統的に行われてきた文法中心の

英語教授法（グラマティカル･アプローチ：ＧＡ）と意志

伝達能力の習得を重視する新しい教授法（コミュニカ

テイブ・アプローチ：ＣＡ）とを比較検討した教授心理学

的研究である。本研究における一連の実験授業は，著者

を含むプロジェクト・ティームによって行われたもので

あり，そこで得られた彪大なデータのうち，著者は特に

教授法と学習意欲の関連性に焦点を合わせて詳細な分析

を行い，コミュニカテイブ・アプローチという新しい教

授法の教授心理学的特質を明らかにした。

本論文は４つの章より成る主論文，学会機関誌及び紀

要にすでに発表済の論文８編をまとめた別冊の参考論

文集，及び同じく別冊の実験授業の教材集の三部作であ

る。

主論文第’章「外国語習得における学習者の‘情意要

因」では，外国語習得のメカニズムの因果モデルを

１９７０年代より現在に至るまで幾つかの時代区分によっ

て展望し，外国語学習の規定要因であり，また結果でも

ありうる学習意欲の理論的位間づけを行い，それに続い

て学習意欲の操作化の方向を探り，この概念の実験的取

扱いの見通しを明らかにしている。

なお，この章の内容の一部は，教育心理学研究（第４２

巻，第２号，１９９４年）に「第二言語習得における個人

差」と題する論文として掲載されており，この中で著者

は外国語教授法を第二言語習得理論，認知能力的適性，

情意的要因，及び適性処遇交互作用(ATI)との関連で展

望し，著者の行った一連の実験的研究の意義の再確認を

行っている。

第２章「コミュニカテイブ・アプローチと学習者の情

意要因」では，１９７０年代にヨーロッパに誕生したコ

ミュニカテイブ。アプローチの歴史をたどり，言語理論

との関連性を論じ，教授心理学的観点より検討を加えた

上で，具体的な教示手続を述べ，さらにこの教授法と学


